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2013
（平成 25 年）

第 85 号

今月の主な内容

1

今月の表紙
　新年明けましておめでとうございます。
　昨年 11 月 25 日（日）に開催された第７回紀
美野町農林商工まつりでお披露目された紀美野
町イメージキャラクター『きみちょん』と制作
者の堂上徳久さん（奥佐々）。

広報
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
ロ
ン
ド
ン
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本
人
選
手
が

大
活
躍
し
、
国
民
に
大
き
な
感
動
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
に
は
突
然
の
解
散
に
よ
り
衆
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
し
い

政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。
決
め
ら
れ
な
い
政
治
か
ら
脱
却
し
、
景
気
対
策
等

国
民
が
期
待
す
る
政
策
の
実
行
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
等
取
り
巻
く
状
況
は
依
然

と
し
て
大
変
厳
し
く
、
防
災
対
策
を
は
じ
め
、
雇
用
問
題
、
地
方
分
権
の
推

進
に
伴
う
行
財
政
改
革
な
ど
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
山
積
し
て
い

ま
す
。

一
方
、
子
育
て
支
援
対
策
や
定
住
対
策
に
よ
り
、
町
の
活
性
化
を
め
ざ
す

と
と
も
に
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
サ
ロ
ン
事
業
や
過
疎
集
落
再
生
・
活
性
化

支
援
事
業
等
に
取
り
組
み
、
徐
々
に
地
域
の
活
性
化
の
動
き
が
出
て
き
て
い

ま
す
。

今
後
も
地
方
分
権
推
進
の
流
れ
の
中
で
、
地
方
自
治
に
対
す
る
期
待
は
ま

す
ま
す
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
長
期
総

合
計
画
の
後
期
計
画
を
は
じ
め
、
各
種
計
画
に
基
づ
き
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
行
政
の
運
営
を
進
め
、「
夢
と
活
気
の
あ
る
町
」
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
皆
様

と
と
も
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
本
年
も
皆

様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

紀
美
野
町
長
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「空・山・川のふれあいのある 
美しいふるさと」をめざして

　現在、進められています平成 24 年度事業を見ますと、道路関係では平中通
り 2号線や神原線、谷線など町道 9路線、山畑 2期地区基幹農道、また、県
道では岩出野上線など 4路線、国道 370 号（4 ケ所）で、それぞれ新設・改
良工事が行われています。
　生活関連事業では、合併処理浄化槽の設置（30 基）をはじめ、地籍調査事
業（上ケ井、箕六、高畑、桂瀬、今西、松ケ峯地区の各一部）等が実施され
ています。
　このほか、ソフト事業を含め、新規事業や継続事業が実施されています。

町道神原線（神野市場）町道平中通り 2号線（動木）

橋梁工事が進む山畑 2期地区
基幹農道（動木）

進行中の主な平成 24年度事業

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
は
議
会
活
動
に
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
合
併
し
て
８
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
様
方
の
お
か
げ
を

も
ち
ま
し
て
、
合
併
後
の
町
づ
く
り
が
一
歩
一
歩
着
実
に
進
み
、
実
を
結
ん

で
お
り
ま
す
こ
と
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
12
月
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
自
由
民
主

党
が
過
半
数
を
大
幅
に
上
回
る
議
席
を
獲
得
す
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し

た
が
、
町
政
を
と
り
ま
く
諸
情
勢
は
、
相
変
わ
ら
ず
厳
し
く
、
町
民
か
ら
の

多
方
面
に
わ
た
る
行
政
需
要
の
増
加
す
る
中
で
、
財
政
状
況
は
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
で
あ
り
、
新
政
権
に
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
議
会
活
動
の
み
な
ら
ず
執
行
機
関
に
対
す
る
監

視
や
提
言
な
ど
、
議
会
の
果
た
す
役
割
の
重
要
さ
を
認
識
し
、
町
民
の
立
場

に
立
っ
て
、
皆
様
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
尽
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

紀
美
野
町
議
会
議
長
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環
境
大
臣
賞
を
受
賞
!!

み
さ
と
天
文
台
友
の
会

　農業委員会では、毎年各農家の方々から提出された申
請書に基づいて、農業委員会選挙人名簿を調製していま
す。申請書が提出されないと投票もリコールの請求もで
きなくなりますので、登載資格のある方は、平成 25 年
１月 10 日 ( 木 ) までに農業委員会（本庁産業課、美里
支所産業・建設室）に提出してください。資格のない方
の提出は不要です。申請書は、今月広報とともに各戸配
布しております。

11
月
17
日
、
日
高
川
町
で
高
円

宮
妃
殿
下
御
臨
席
の
も
と
開
催

さ
れ
た
「
第
24
回
星
空
の
街
・
あ

お
ぞ
ら
の
街
全
国
大
会
in
日
高
川

町
」
に
お
い
て
、
み
さ
と
天
文
台

友
の
会
（
坂
本
泰
啓
会
長
）
／
会

員
２
２
０
人
）
が
環
境
大
臣
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

み
さ
と
天
文
台
友
の
会
は
、
平

成
11
年
７
月
に
設
立
さ
れ
、
ス

タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
継
続
的
に

開
催
し
な
が
ら
、
大
気
環
境
保
全

の
重
要
性
に
つ
い
て
の
啓
発
を
行

う
と
と
も
に
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や

夏
ま
つ
り
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

で
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
な
ど
、
み
さ
と
天
文
台
と
連
携

し
て
町
内
で
の
「
地
域
お
こ
し
」

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

農家の方々へ　農業委員会委員選挙人名簿登載申請のお知らせ

賞　　　　名 受賞者名（敬称略） 出　品　名 住　所

実行委員会会長賞
山 下　 清 和 富 有 柿 釜　滝

大 家　 幸 代 里 芋 小　西

町  長  賞
西 谷　 博 味 米 梅　本

西 原　 展 也 ゆ ず 梅　本

議 長 賞
佐 々 本 吉 身 子 葉 ぼ た ん 下佐々

尾 﨑　 幸 重 子 玉 ね ぎ 毛原下

海草振興局長賞 西　　 く み 子 富 有 柿 鎌　滝

ＪＡながみね賞
廣 尾　　 武 早 生 み か ん 動　木

吉 田　 元 重 キウイフルーツ 小　畑

商 工 会 会 長 賞
若 林 美 喜 子 大 豆 動　木

平 林　 純 子 大 根 毛原宮

森 林 組 合 長 賞 湯 谷　 晏 幸 生 し い た け 松　瀬

NOSAI 組合長賞 西 原　　 貢 早 生 み か ん 柴　目

農業委員会会長賞 森 本　 隆 弘 中 か ぶ 長　谷

珍 品 賞 常 田　 久 夫 か ぼ ち ゃ 長　谷

写真左より寺本町長、友の会の北さん、奥田
さん、松本さん、矢動丸みさと天文台長

表彰を受ける古田香壽美委員長

農産物等を買い求める人たちでにぎわう

第 7 回　紀美野町農林商工まつり　受賞者

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会

優
良
団
体
表
彰
を
受
賞
!!

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

平
成
24
年
11
月
29
日
、
長
崎
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
53
回
全
国

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会

に
お
い
て
、
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
会
が
優
良
団
体
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

当
団
体
は
、
昭
和
37
年
に
体
育

指
導
委
員
会
と
し
て
発
足
後
、
町

の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
普
及

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

“
き
み
ち
ょ
ん
”
お
披
露
目
!!

農
林
商
工
ま
つ
り
・
柿
の
市　

盛
大
に
開
か
れ
る

11
月
27
日
、
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の

国
に
お
い
て
、
潰
崎
久
美
氏
が
保

健
衛
生
に
関
す
る
功
績
に
対
し

て
、
県
知
事
感
謝
状
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

氏
は
、
紀
美
野
町
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
会
長
及
び
県
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
副
会
長
と
し

て
、
食
を
通
じ
、
地
域
に
密
着
し

た
健
康
づ
く
り
・
食
育
活
動
を
実

践
し
、
健
康
増
進
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

潰崎　久美 氏（松瀬）

県
知
事
感
謝
状
を
受
賞

第
７
回
農
林
商
工
ま
つ
り
・
柿

の
市
が
11
月
25
日
（
日
）、
文
化

セ
ン
タ
ー
（
木
の
温
も
り
広
場
）

に
て
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
と

ご
協
力
に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
農
産

物
品
評
会
に
出
展
さ
れ
た
２
４
５

点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
15
名
の
方

に
各
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
き

み
ち
ょ
ん
』
の
お
披
露
目
と
デ
ザ

イ
ン
賞
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し

た
。会

場
内
で
は
、
農
産
物
、
地
場

産
品
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
、
つ
る
し

柿
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
く
の

コ
ー
ナ
ー
が
催
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
柿
種
飛
ば
し
・
柿
皮
む
き

大
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
例
年
通
り

た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
サ
プ
ラ
イ
ズ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
お
披
露
目
さ
れ
た
“
き
み
ち
ょ

ん
”
も
会
場
を
大
変
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。

町イメ
キャラ

1 月 10 日までの提出にご協力を！
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12
月
８
日
、「
志
賀
野 

冬
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
２
」（
未
来
de
志
賀

野
／
赤
阪
惠
子
代
表
）
が
旧
志
賀

野
小
学
校
と
地
区
公
民
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
餅
つ
き
・
凧
作

り
・
焼
き
芋
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
の

ほ
か
、
飲
食
・
雑
貨
な
ど
の
出
店

ブ
ー
ス
も
あ
り
、
多
く
の
家
族
連

れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
校
庭
で
元
気
に
凧
揚

げ
を
し
た
り
、
餅
つ
き
な
ど
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
夕
方
に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
（
明
り
の
癒
し
）
が
点
灯

さ
れ
、
地
区
公
民
館
で
ソ
ン
グ
＆

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
、
訪

れ
た
人
た
ち
は
“
冬
の
志
賀
野
”

の
一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会
だ
よ
り

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
年
始
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会
で

は
、
平
成
18
年
度
よ
り
都
会
か
ら

移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
の
支
援
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
地

域
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今

ま
で
に
6
組
の
方
が
定
住
し
ま
し

た
。最

近
で
は
、
田
舎
で
農
地
を
借

り
て
果
樹
や
野
菜
、
稲
等
の
栽
培

を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
方
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
努
力
を
重
ね
支
援

模型を使っての耐震化学習

こ
の
度
、
社
団
法
人
和
歌
山
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
協
議
会
が
社

会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
野

上
厚
生
総
合
病
院
に
車
イ
ス
を
贈

り
ま
し
た
。

11
月
26
日
、
青
年
協
議
会
の
関

係
者
ら
が
出
席
し
て
、
同
病
院
で

贈
呈
式
が
あ
り
、
車
い
す
５
台
が

病
院
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、

阿
河
良
廣
院
長
か
ら
青
年
協
議
会

の
上
中
崇
司
会
長
に
感
謝
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

阿
河
院
長
は「
車
い
す
を
頂
き
、

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大

野
上
厚
生
総
合
病
院
に

車
イ
ス
を
寄
贈
!!

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
協
議
会上中会長（写真左）と阿河院長

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

凧揚げを楽しむ子どもたち

志
賀
野 

冬
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
２　

開
か
れ
る
!!

未
来
de
志
賀
野 

主
催

ほんまもん交流会農業体験集合写真

12
月
３
日
（
月
）、
平
・
吉
見
・

海
南
鋼
管
自
主
防
災
組
織
（
山
本

幸
一
会
長
）
の
防
災
訓
練
が
平
集

会
所
で
行
わ
れ
、
住
民
約
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
起
震
車
体
験
を
し
た

後
、
県
住
宅
建
築
課
の
職
員
か
ら

「
わ
が
家
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改

修
」
に
つ
い
て
、
地
震
発
生
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
や
模
型
を
使
っ
て
の
地

震
に
強
い
住
宅
な
ど
の
説
明
を
聞

き
、ま
た
、自
宅
の
耐
震
診
断
（
簡

易
診
断
）
を
す
る
な
ど
地
震
に
対

す
る
心
構
え
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

山
本
会
長
は
「
今
日
の
訓
練
を

契
機
に
、
近
い
将
来
発
生
が
予
想

さ
れ
る
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地

震
に
備
え
て
ほ
し
い
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

防
災
訓
練
行
わ
れ
る

住
宅
の
耐
震
化
な
ど
を
学
ぶ

平
・
吉
見
・
海
南
鋼
管
自
主
防
災
組
織

町
民
希
望
者
に
所
有
地
等
へ

「
し
だ
れ
桜
」
等
を
植
栽
し
て
も
ら

う
こ
の
運
動
を
本
年
も
続
け
て
い

く
た
め
、し
だ
れ
桜
、紅
し
だ
れ
桜
、

八
重
桜
を
そ
れ
ぞ
れ
１
本
５
０
０

円
で
お
分
け
い
た
し
ま
す
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
申
込

み
本
数
の
調
整
を
お
願
い
す
る
場

合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

苗
木
は
、
３
月
頃
の
配
布
に
な

り
ま
す
。

★
そ
れ
ぞ
れ
苗
の
樹
高
に
つ
い
て

は
、
１
２
０
㎝
～
１
５
０
㎝
程

度
で
す
。

★
申
込
期
間
は
、１
月
７
日
（
月
）

か
ら
１
月
31
日
（
木
）
ま
で
。

★
申
込
み
及
び
お
問
合
せ
先

　

紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
事
務
局

　

紀
美
野
町
役
場　

産
業
課

　
　

℡
４
８
９
‐
５
９
０
１

　

美
里
支
所　

産
業
・
建
設
室

　
　

℡
４
９
５
‐
３
４
６
２

紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

「
美
し
い
郷
づ
く
り
部
会
」
か
ら

さ
く
ら
等
苗
木
購
入
の

お
知
ら
せ

「
自
分
（
ｍ
ｙ
）
の
桜
を

育
て
て
み
よ
う
！
」

活
動
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
本
年
も
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会

理
事
長　

平　

井　

二　

嗣
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保健センターだより
平成 24 年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ

健康相談のお知らせ（1 月の日程）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8：30 ～ 17：15）　　 ℡ 489 － 9960（直通）
　　　　 休日・夜間（17：15 以降）　 ℡ 489 － 2430
〔場　所〕紀美野町下佐々 1408 － 4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

虐待防止の基調講演及び演劇のご案内
■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　9 日、16 日、23 日、30 日
■時　間：午前９時～ 11 時　■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等
　各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後のよりよい
生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、
お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
お問い合わせ先：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

■日　時　平成 25 年 2 月 10 日（日 )　
　　　　　13 時 30 分～ 16 時 30 分（受付　13 時～）
■場　所　紀美野町文化センター
　　　　　（紀美野町神野市場 218）
■内　容　○基調講演「児童虐待の未然防止に向けて」
　　　　　　　和歌山子どもの虐待防止協会　
　　　　　　　　　　　　　副会長　中川利彦　氏
　　　　　○演劇『Mother Wasn't Wanted』
　　　　　　　制作　りら創造芸術学園
　　　　　　　出演　りら創造芸術高等専修学校 生徒
■参加費　無料（事前にお申し込みが必要です）
■申し込み先　りら創造芸術高等専修学校
　　　　　　　℡　０７３－４９７－９１１１

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　　　　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

■保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
　○野上第１保育所：1 月 28 日（月） ℡４８９－２１４４
　○野上第２保育所：1 月 25 日（金） ℡４８９－４９５３
　○神野保育所　　：1 月 9 日（水） ・16 日（水）　℡４８９－４９５３
　○毛原保育所　　：1 月 9 日（水） ・23 日（水）　℡４９９－０１３１
■遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター　℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第１保育所
　○コアラ　　　　1 月 16 日（水）9：30 ～ 11：30　総合福祉センター（クッキング）
　○カンガルー　　1 月 29 日（火）9：30 ～ 11：00　総合福祉センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。
■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
　親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　【子育て支援センター】動木１５６（℡４８９－２１４４）
　　　　　　　　　　　 月曜日～金曜日　（10：00 ～ 12：00・13：00 ～ 16：00）（土・日・祝は休み）
　　　　　　　　　　　 1 月　8 日（火）・21 日（月）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　 1 月 28 日（月）は栄養士による栄養相談
　【自然体験世代交流センター】鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
　　　　　　　　　　　 毎月　第 2、4 週の木曜日（9：30 ～ 11：30）
　　　　　　　　　　　 1 月 10 日は栄養士による栄養相談
　【育児相談】　センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

献血にご協力
お願いします

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健康相談 健康診断書の作成
一般健康相談

1 月 28 日（月）　　９：３０～１０：３０
※第 2 月曜日は祝日によりお休みです。

エイズ検査 エイズ検査の結果は、次回のクリニック時に本人に口頭
によりお知らせします。

1 月 28 日（月）　　９：３０～１０：３０
※第 2 月曜日は祝日によりお休みです。

検便 1 月 28 日（月）　　９：３０～１０：３０
※第 2 月曜日は祝日によりお休みです。

こころの健康相談
こころの健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

1 月 9 日（水）　　９：００～
1 月 23 日（水）　１３：３０～
※　予約制です。

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

1 月 28 日（月）　１０：３０～１１：３０
※第 2 月曜日は祝日によりお休みです。
※　予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　　 　９：００～１７：００
（祝・祭日除く）

1 月 21 日（月）10：00 ～ 12：00　紀美野町役場美里支所　　13：30 ～ 16：00　紀美野町役場本庁
※その日の健康状態や服薬等により、献血できない場合があります。
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■日時　平成 25 年２月２日（土）13：30 ～ 15：30
■場所　紀美野町中央公民館
　　　　紀美野町動木２８８- ４
■内容　車椅子使用者の人を中心に、参加者全員がいっしょに踊る。
　　　　中瀬　朱さんのダンスパフォーマンスの披露
　　　　（福祉作業所の自主製品の販売等もあります。）
　　　　参加申込みが必要です。平成 25 年１月 18 日（金）までに、お電話または FAX にてお申し込みください。
　　　　参加定員は 60 名です。定員となり次第、申し込みをしめきらせていただきますので予めご了承ください。　
　　　　　なお、手話通訳が必要な方は「手話通訳希望」と、また、要約筆記が必要な方は「要約筆記希望」と、申し込み

の際にお申し出ください。　
◆電話　４８３- ８８２４　FAX　４８２- ３７８６　　◆海草振興局健康福祉部保健福祉課

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申込先】
保健福祉課（総合福祉センター）℡ 489-9960

平成24年度 障害者福祉地域啓発事業の開催

「shall  we  車椅子ダンス !?」
　ダンス、それは人の心と体を熱くする新たな感動との出会いです。
　地域の高齢者施設で車椅子ダンスのレクレーション指導をする一方で、ヘルパー養成研修の講師も務める北野美里さんと、
国内外で weelchair dancer（車椅子ダンサー）として活躍されている中瀬 朱さんを迎え、ダンスの楽しさをわかちあい
交流を深めることを目的に開催します。

　海南市・紀美野町から委託をしている一般相談支援事業所による巡回
相談を下記のとおり実施します。
　「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわから
ない」など、障がいのある人や保護者、介護者などからのさまざまな相
談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行い
ます。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してくださ
い。（家庭訪問も行います。）
　なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所ま
でご連絡ください。

障がい者巡回相談のお知らせ

対　象　者 月日・場所・時間

精神障がいの方・
家族の方

1 月 8 日（火）
美里支所　　　　　 9 時 30 分～正午
総合福祉センター　13 時 30 分～ 16 時

予
約
先

●野上厚生病院内相談支援事業所　 ℡４８９－２９０８
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

1 月 16 日（水）
美里支所　　　　　 9 時 30 分～正午
総合福祉センター　13 時 30 分～ 16 時

予
約
先

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

　　　　　　 ℡４８３－０４５４
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」 ℡４９４－３５３９

　新年明けましておめでとう
ございます。当院は昭和 24
年 1 月に 24 床の病院とし
て開設されましたので今年で
ちょうど 65 年目を迎えまし
た。少しその生い立ちを話さ
せて頂きますと、昭和 20 年
の終戦のその月に動木にあった女学校跡に国保野上厚
生診療所として出発したのがそもそもの始まりでし
た。このことを思いますと、当時の人達がいかに医療
を受けることを待ち望んでいたかが想像できます。今
や時代は変遷して自ら望む所で医療を受けられるよう
になりましたが、私達の病院の出発点での存在意義が
この地域の方々の熱い望いに答えることにあったこと
を胸に刻んでおかねばなりません。この物の豊かな時
代であればある程、心暖まる医療を提供しなければな
らないと思います。厚生病院の職員一同頑張って参り
ますので、本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

国保野上厚生総合病院だより
（医師紹介①）

病院長　阿
あ

河
が

　良
よし

廣
ひろ

認
知
症
の
診
断
や
治
療
を
知

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
の
大
切
さ

を
学
ぶ
た
め
の
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

　

平
成
25
年
1
月
26
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

■
場　

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

3
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内　

容

　

認
知
症
の
治
療
と
連
携
に
つ
い

て
（
認
知
症
の
診
断
や
薬
の
処

方
、医
療
と
介
護
な
ど
の
連
携
）

■
講　

師

　

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
神
経

　

内
科
講
師　

廣
西
昌
也
医
師

　
（
県
立
医
大
内
）
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
地
域
連
携
室　

有
田
奈
佑
香
精
神
保
健
福
祉

士
■
参
加
無
料
・
１
月
22
日
ま
で
申

し
込
み
必
要

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

認
知
症
の
研
修
会
の

お
知
ら
せ
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児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
等
に
お
け

る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の

健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の

離
婚
な
ど
に
よ
り
父
ま
た
は
母
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

に
つ
い
て
手
当
を
支
給
す
る
制
度

で
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
生
活
の

安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
20

歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た
は
精

神
に
中
程
度
以
上
の
障
害
を
有
す

る
児
童
、
も
し
く
は
長
期
に
わ
た

る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
に
あ

る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
、
も

し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代

保
健
福
祉
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
・
募
集

新成人のみなさん　
　　　おめでとうございます

■
日　

時　

２
月
９
日
（
土
）

　

10
時
～
16
時

■
場　

所

　

橋
本
市
教
育
文
化
会
館

　
　
（
橋
本
市
役
所 
北
隣
）

■
内　

容

　

犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
の
被
害

者
の
親
族
等
か
ら
の
電
話
及
び

面
接
に
よ
る
相
談
の
実
施
。

　

弁
護
士
、
臨
床
心
理
士
、
犯

罪
被
害
相
談
員
が
お
答
え
し
ま

す
。

　
（
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
）

■
電
話
相
談
（
専
用
）

　

０
７
３
６
‐
３
９
‐
３
０
０
１

　
（
当
日
お
電
話
く
だ
さ
い
。）

■
面
接
相
談

　

で
き
る
だ
け
事
前
に
ご
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
等

　

公
益
社
団
法
人　

紀
の
国
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
７
３
‐
４
２
７
‐
１
０
０
０

20 歳になったら国民年金
　国内に居住する 20 歳以上 60 歳未満のすべての人
は国民年金に加入し、国民年金の保険料を納めること
になります。

国民年金（基礎年金）３つのメリット
１、老後を支えます	 老齢基礎年金
２、病気やけがで障害の状態に
　　なったときに支えます	 障害基礎年金
３、加入者が亡くなったとき、
　　子のある配偶者、子を支えます	 遺族基礎年金

世代と世代の支え合いの仲間入り
　公的年金制度は、現役世代が納める保険料で高齢者
の方の年金を負担するという「世代と世代の支え合い」
が基本です。

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
　収入等がなく保険料の支払いが困難な場合は、「学生
納付特例制度」（学生のみ）、「若年者納付猶予制度」（30

歳未満）などの保険料納付猶予制度があります。
★「学生納付特例制度」
　　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の

所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が
猶予される制度です。

　　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大
学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学
校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一
部の海外大学の日本分校に在学する方です。

★「若年者納付猶予制度」
　　学生でない 30 歳未満の方で、本人及び配偶者の

所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付
が猶予される制度です。

　　どちらの制度も、承認された期間は老齢基礎年金
を受け取るために必要な期間に算入されますが、年
金額には反映されません。しかし、収入を得られる
ようになり保険料の納付が可能となった時に「追納
制度」をご利用いただければ、将来受け取る年金を
増額することができます。

【問い合わせ】
紀美野町役場・住民課　TEL 489 − 5903
美里支所・住民室　　　TEL 495 − 3464

被
害
者
支
援
無
料
相
談
に

つ
い
て

消
費
生
活
に
関
わ
る
問
い
合
わ

せ
・
苦
情
相
談
に
つ
い
て
、
消
費

生
活
相
談
員
に
よ
る
問
題
解
決
の

た
め
の
助
言
・
あ
っ
せ
ん
・
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
毎
月

第
２
・
４
木
曜
日
午
後
１
時
～
４

時
）

1
月
の
相
談
日

■
1
月
10
日
・
24
日
（
木
）

　

海
南
市
海
南
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
階
第
１
相
談
室

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
１
２
）

第
9
回　

国
保
野
上
厚
生

総
合
病
院
看
護
部
公
開
講
座

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課

　

℡
４
８
９
‐
９
９
６
０

■
日
時　

２
月
２
日
（
土
）

　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
（
受
付
13
時
～
）

■
場
所　

国
保
野
上
厚
生
総
合
病

院
附
属
看
護
専
門
学
校

　
（
4
階
体
育
館
）

■
テ
ー
マ　

高
齢
者
の
ひ
ざ
の
痛

み
に
つ
い
て

■
講
師　

国
保
野
上
厚
生
総
合
病

院　

整
形
外
科
医
長

　

船
岡
信
彦
先
生

■
参
加
料　

無
料

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ

　

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

　

総
看
護
師
長
室

　

℡
４
８
９
‐
２
１
７
８

消
費
者
問
題
の

　
　
　
　

相
談
に
つ
い
て
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平成25年度
紀美野町立学童保育所　入所受付

１．入所資格　平成 25 年 4 月 1 日現在、町内在住の小学
1 年生から 3 年生までの児童で、昼間保護
者（家族を含む）が家庭においてお子さん
の保護に当たれない場合に対象となります。

２．入所期間　平成 25 年 4 月 1 日～
　　　　　　　　　　　　　　　　平成 26 年 3 月 31 日
　　　　　　　※土曜・日曜・祝日・夏期（8 月 13 日～

16 日）・年末年始（12 月 29 日～ 1 月
4 日）は休所とします。

３．開設場所　○野上学童保育所（定員 35 名）
　　　　　　　　　動木１４４５番地（野上小学校内）
　　　　　　　○下神野学童保育所（定員 20 名）
　　　　　　　　　神野市場２１７番地（文化センター内）
４．開設時間　・放課後～午後６時
　　　　　　　・学校休業日（土曜・日曜・祝日は除く）は、
　　　　　　　　午前８時～午後６時
５．保 育 料　月額 5,000 円（但し、長期休暇中は別料金。

生活保護・準要保護世帯、同一世帯第２子
以降は減免措置があります。保育料以外の
諸経費については、入所案内書類で確認し
てください。）

６．申込方法　入所を希望する保護者は、所定の入所申請
書に必要事項を記入後、勤務等証明書・所
得証明書を添付の上、教育委員会総務学事
課（役場本庁２階）または、学事生涯学習
室（文化センター）に提出してください。
なお、入所申請書一式は、上記申込先及び
野上学童保育所に備え付けています。また、
紀美野町役場ホームページからもダウン
ロードできますので、ダウンロード後印刷
し、ご記入下さい。

７．提出期間　平成 25 年 2 月 1 日（金）～ 2 月 15 日（金）
８．その他　
　・今年度に入所している児童で、来年度も引き続き入所

を希望される方も改めて入所申請書を提出してくださ
い。

　・各学童保育所には定員があるため、入所申請内容を審
査のうえ、面接等行い、家庭状況を考慮して、入所者
の選定を行います。（入所審査のため入所が、遅くなる
ことがあります。）

　・所得証明書（平成 24 年度（23 年分））が必要になり
ます。

　・（平成 24 年分の源泉徴収票コピーでも可能です。）
問合せ先　教育委員会　総務学事課・青少年センター　
　　　　　電話４８９－５９０９

職場のトラブル相談しませんか
～解決をお手伝いします～

　労働局では、労働条件の変更や解雇等職場における民事
上の様々な労働問題について、総合労働相談コーナーを設
置し、相談等をお受けしています。
　労働関係に関する労働者と事業主との間の紛争につきま
しては、労働局長の委任する『紛争調整委員会によるあっ
せん』を利用することができます。また、各相談コーナー
において、個別労働紛争の未然防止や自主的解決の促進の
ため、紛争当事者等に対し、情報の提供、必要な助言等を行っ
ています。
　個別労働紛争等でお困りの事業主、労働者の方は、お気
軽にご相談ください。

■お問い合わせ先
　和歌山総合労働相談コーナー（和歌山労働総合庁舎 1F）
　所在地：和歌山市黒田 2 － 3 － 3　
　　　　　和歌山労働基準監督署内
　　　　　ＴＥＬ：０７３－４８８－１２００

平成25・26年度　海南海草老人福祉施設事務
組合入札参加資格審査申請の受付について
　海南海草老人福祉施設事務組合が発注する物品の製造・
販売等の入札に参加される方は下記内容を熟読のうえ、必
ず期限までに申請書及び必要書類を提出してください。
１．提出先及び問い合わせ先
　　〒 640-1121　和歌山県海草郡紀美野町下佐々
　　　　　　　　　　1408-7 番地
　　海南海草老人福祉施設事務組合　事務局
　　073 － 489 － 3631
　　ＵＲＬ　http://www.yasuragien.com/
２．申請書宛名　管理者　寺本　光嘉
３．受付期間　　平成 25 年 2 月 1 日から平成 25 年 2

月 28 日まで、但し、日曜日・土曜日及び祝日・休業
日は除く午前８時３０分から午後５時までの間、但し、
正午から午後１時までは除く。

４．有効期間　２年間（提出年度含む）
５．提出書類　下表を参照のこと
６．提出方法　持参及び郵送 ( 当日消印有効 ) でも可
提出を必要とする書類
●入札参加資格審査申請書●営業所一覧●委任状 ( 営業所
等での入札参加の場合 ) ●印鑑証明書 ( 写）●使用印鑑届
●納税証明書 ※「市町村税」と国税「消費税及び地方消費
税」及び「法人税」( 個人は所得税 ) 分とする。※直近１箇
年分とする。※写し可●商業登記簿謄本の写し ( 法人 ) 又
は住民票の写し ( 個人）●営業許可証明書又は登録証明書
( 写 )( 営業に必要な場合に限る )

平成25・26年度国民健康保険野上厚生病院
組合入札参加資格登録申請書提出等について
　平成 25・26 年度において国民健康保険野上厚生病院
組合が発注する物品の購入、修繕、業務委託及び建設工事、
測量建設コンサルタント等についての入札等に参加を希望
される方は、下記期限までに別紙資格登録申請書を提出し
て下さい。

記
１．提出期限
　　平成 25 年 1 月 4 日（金）から平成 25 年 2 月 8 日（金）

まで
　　午前９時から午後５時まで（但し、祝祭日、土・日曜

日は除く）
　　＊登録申請用紙は、当病院　庶務課での配布の他、国

保野上厚生総合病院
　　　ホームページよりダウンロードできます。
２．提出方法
　　持参又は郵送（最終日の消印有効）
３．申請書宛名
　　国民健康保険野上厚生病院組合　管理者　寺本光嘉
４．提出書類
　　＊物品購入等入札参加資格登録申請書　　１部
　　＊希望する資格の種類表（希望する業種に○を記入）
　　＊納税証明書（直近の消費税、法人税等）１部（コピー可）
　　＊建設、測量、コンサルタント業においては国土交通

省統一様式添付のこと。
５．入札参加資格の有効期間（２年間）
　　平成 25 年 4 月 1 日から平成 27 年 3 月 31 日まで。
　　尚、登録は２年間有効としていますので、平成 24・

25 年度の登録をされている方は、今回申請する必要
がありません。

６．提出場所及び問い合わせ先
　　午前９時から午後５時まで（但し、祝祭日、土・日曜

日は除く）
　　国保野上厚生総合病院　事務局　庶務課
　　　　〒６４０－１１４１
　　　　和歌山県海草郡紀美野町小畑１９８番地
　　　　TEL：０７３－４８９－２１７８（代）
　　　　FAX：０７３－４８９－５６３９
　　　　URL：http://www.nokami-hospital.jp/

和歌山労働局総務部企画室



～
今
年
も
元
気
に
～
人
権
研
修
講
座

「
一
度
の
人
生
を
ど
う
生
き
る

　
　
　

～
出
会
い
の
人
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
～
」

講
師　

弁
護
士
・
菊
地
幸
夫
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菊
地
弁
護
士
は
、
各
地
の
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
へ
の
出
場
、
地

元
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

の
監
督
を
務
め
る
な
ど
、
多
彩
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

恩
師
と
の
出
会
い
、
法
律
家
を

目
指
す
若
者
と
の
出
会
い
、
地
元

の
子
ど
も
達
と
の
出
会
い
…
。
今

ま
で
菊
地
弁
護
士
が
歩
ん
で
き
た

人
生
で
の
、
か
け
が
え
の
な
い
出

教
育
長　

橋　

戸　

常　

年

  

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
お
蔭
で
、
元

気
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
に

乏
し
い
一
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

今
年
こ
そ
幸
多
き
年
で
あ
る
こ
と
を
強
く
期

待
す
る
年
あ
け
で
す
。

さ
て
、
ま
だ
ま
だ
先
と
思
っ
て
い
た
紀
の

国
わ
か
や
ま
国
体
が
再
来
年
に
迫
っ
て
き
ま

し
た
。
私
た
ち
の
紀
美
野
町
に
と
っ
て
、
か

つ
て
な
い
準
備
と
心
構
え
で
、
全
国
か
ら
の

選
手
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
す
す

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
か

ら
実
行
委
員
会
を
作
り
、
町
民
み
ん
な
の
力

を
結
集
し
て
、
初
め
て
成
し
得
る
大
事
業
で

あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

今
年
も
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
時　

２
月
３
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
（
30
分
前
開
場
）

会
場　

中
央
公
民
館

中
央
大
学
法
学
部
卒
業
。
元
司

法
研
修
所
刑
事
弁
護
教
官
。
現

在
、
社
会
法
人
練
馬
区
社
会
福
祉

事
業
団
理
事
も
務
め
、
日
本
テ
レ

ビ
「
行
列
の
で
き
る
法
律
相
談

所
」（
２
０
０
７
年
７
月
～
）、「
爽

快
情
報
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー　

ス
ッ

キ
リ
! !
」（
２
０
１
１
年
４
月
～
）

に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
。

■
入
場
無
料
（
整
理
券
が
必
要
で
す
）

■
整
理
券
配
布
場
所　

　

中
央
公
民
館
、
小
川
・
志
賀
野

地
区
公
民
館
、文
化
セ
ン
タ
ー
、

役
場
美
里
支
所
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
真
国
・
国
吉
・
長
谷

毛
原
出
張
所

※
配
布
は
１
月
９
日
（
水
）
よ
り

　

各
施
設
の
開
館
時
間
中
で
す
。

■
主
催　

紀
美
野
町
人
権
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

会
い
の
数
々
か
ら
学
ん
だ
「
大
切

な
こ
と
」に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

～
今
年
も
元
気
に
～
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■
中
央
公
民
館

　

9
日　

は
ね
つ
き
・
こ
ま
回
し

を
し
よ
う

　

16
日　

あ
み
も
の
教
室

　

23
日　

お
は
な
し
会

　

30
日　

百
人
一
首
を
し
よ
う

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

9
日　

お
は
な
し
会

　

16
日　

お
正
月
遊
び

　
　
　
　

羽
子
板
を
作
っ
て
遊
ぼ

う
大
き
な
か
る
た
と
り

　

23
日　

な
わ
と
び
大
会

　

30
日　

迷
路
を
作
ろ
う

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～

（
敬
称
略
）

【
百
冊
】

　
　

前
部
屋
光
玖
（
下
小
３
年
）

　
　

松
尾
寛
大
（
野
小
１
年
）

　
　

堂
西
湧
斗
（
神
野
保
）

　
　

曲
谷
明
音
（
第
一
保
）

【
二
百
冊
】

　
　

松
本
紗
也
加
（
下
小
４
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
け
さ
く
し
ゃ
」　　

畠
中
恵
・
著

「
七
つ
の
会
議
」　

池
井
戸
潤
・
著

「
沈
黙
の
ひ
と
」
小
池
真
理
子
・
著

「
秘
伝
！
相
撲
部
屋
ち
ゃ
ん
こ
レ

シ
ピ
」　　
　

ど
す
恋
花
子
・
著

「
歩
け
ば
歩
く
ほ
ど
人
は
若
返
る
」

三
浦
雄
一
郎
・
著

「
パ
ン
や
の
ろ
く
ち
ゃ
ん　

だ
か

ら
ね
」　　
　

長
谷
川
義
史
・
著

「
大
統
領
の
秘
密
（
マ
ジ
ッ
ク
・

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
33
）」

メ
ア
リ
ー
・
ポ
ー
プ
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
・
著

「
冬
を
た
の
し
む
」
海
野
和
男
・
著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
犬
と
ハ
モ
ニ
カ
」
江
國
香
織
・
著

「
は
か
ぼ
ん
さ
ん
」さだ

ま
さ
し
・
著

「
魔
法
使
い
は
完
全
犯
罪
の
夢
を

見
る
か
？
」　　

東
川
篤
哉
・
著

「
大
切
に
し
た
い
に
ほ
ん
の
た
し

な
み
」　　
　

広
田
千
悦
子
・
著

「
い
い
こ
と
づ
く
し
の
お
酢
レ
シ

ピ
」　　
　
　
　

前
沢
リ
カ
・
著

「
バ
ナ
ナ
ン
ば
あ
ば
」
西
村
敏
雄
・
著

「
み
ょ
う
が
や
ど
」　

川
端
誠
・
著

「
こ
ん
や
は
な
ん
の
ぎ
ょ
う
れ

つ
？
」　

オ
ー
ム
ラ
ト
モ
コ
・
著

　
　
　
　
　

ほ
か

図
書
室
だ
よ
り

児
童
絵
画
展
示

　
　
　

見
に
来
て
ね
！

じ
ど
う
か
ん
お
正
月
の
つ
ど
い

こ
ど
も
映
画
ま
つ
り

■
展
示
期
間　

２
月
末
ま
で

■
展
示
場
所　

中
央
公
民
館
・
役

場
本
庁
・
役
場
美
里
支
所
・
文

化
セ
ン
タ
ー

（
敬
称
略
）

【
野
上
第
一
保
育
所
】

に
し
は
ら
か
ず
き
・
お
が
わ
こ
う

き
・
お
お
に
し
け
ん
し
ん
・
お
か

も
と
ち
ひ
ろ
・
に
し
せ
な
・
ま
が

り
や
あ
か
ね

【
野
上
第
二
保
育
所
】

さ
か
ぐ
ち
た
く
み･

は
ら
れ
い
や･

ど
い
か
が
り
・
ひ
ら
い
わ
え
み
か

【
神
野
保
育
所
】

ま
つ
お
ひ
な
の
・
ど
う
に
し
ゆ
う

と
・
ど
い
た
ま
み

【
毛
原
保
育
所
】

お
ぎ
の
た
お

【
野
上
小
学
校
】

宮
本
來
夜
・
藤
井
聖
矢
・
今
出
唯

月
・
塩
崎
佳
里･

橋
爪
玲
那
・
鷲

岡
愛
加
・
調
月
佑
美
・
中
西
源
太

郎
・
中
田
瑛
玲
乃
・
山
本
理
香

【
小
川
小
学
校
】

垣
内
歩
実
・
野
澤
羚
嘉
・
西
隂
地

美
月
・
上
田
幸
哉
・
宮
下
天
翔
・

日
裏
裕
介

【
下
神
野
小
学
校
】

折
口
世
菜
・
松
本
紗
也
加
・
折
口

雄
紀
・
尾
花
直
生
・
段
木
康
我
・

住
田
詩
音

【
毛
原
小
学
校
】

森
下
空
弥
・
野
口
和
佳
・
岡
地
成
吾

【
野
上
中
学
校
】

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
人
工
芝
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
、
１
月
１
日
～
２
月

28
日
（
完
成
予
定
）
ま
で
の
約

２
ヶ
月
間
、
改
修
工
事
の
た
め

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修

工
事
の
お
知
ら
せ

12
月
16
日
（
日
）、
ふ
れ
あ
い

公
園
に
て
第
７
回
紀
美
野
ふ
れ
あ

い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。１

３
０
０
人
を
超
え
る
ラ
ン

ナ
ー
が
師
走
の
紀
美
野
路
を
激
走

し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
を
支
え
る

た
め
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、
た
く

さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松
尾
翔
介
・
向
翔
輝
・
南
口
成
南
・

山
本
明
日
香
・
吉
村
耀
璃
・
大
畑

瞳
・
中
西
秋
音
・
中
谷
弦
・
岩
橋

芽
生
・
京
井
琳

【
美
里
中
学
校
】

東
浦
成
人
・
高
田
咲
良
・
宇
城
美

月
・
井
戸
向
那
奈
・
大
野
ま
り
・

浦
中
瑞
季

【
長
谷
毛
原
中
学
校
】

西
澤
英
里
奈

　

性
を
考
え
る
こ
と
は
、
生
き
る

た
め
の
心
を
考
え
る
こ
と
。
地
域

の
方
々
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、「

自
分
、
そ
し
て
、
人
の
心
と
体
を

大
切
に
す
る
方
法
」を
伝
え
ま
す
。

■
日
時　

２
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
講
師　

東
京
医
療
保
健
大
学
准

教
授　

渡
會
睦
子
氏

■
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

■
日
時　

１
月
19
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
内
容

★
「
お
は
な
し
ポ
ン
」
さ
ん
に
よ

る
お
は
な
し
（
共
催
「
ほ
ん
の

森
」）

★
映
画
上
映
「
よ
っ
ち
ゃ
ん
の
不

思
議
な
ク
レ
ヨ
ン
」（
22
分
）、

「
鬼
の
子
と
ゆ
き
う
さ
ぎ
」（
22

分
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
持
ち
物　

す
い
と
う

■
当
日
受
付
、
無
料

※
お
や
つ
（
ぜ
ん
ざ
い
）
あ
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

「
大
人
が
知
っ
て
お
き
た
い
生
き

る
た
め
の
心
（
性
）
の
教
育
」

家
庭
教
育
推
進
事
業
・
町
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
教
育
講
演
会
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　現在、野上少女バレーは小学生４人で
活動しています。人数は少ないですが、
一致団結して日々の練習に励んでいま
す。
　ちょっとバレーに興味がある子ども、
何か運動がしたいなと思っている子ども
さんがいれば、下記の日程で練習を行っ
ていますので一度気軽に見学に来てくだ
さい。きっと大切な仲間やいい思い出を
作ることができると思います。楽しみに
待っています！

─ わが町サークル ─
「野上少女バレー」

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
七
十
八

昭
和
初
期
の
郵
便
局

■練習日
　火・水：18：00 ～ 21：00
　土曜日：15：30 ～ 19：30
■場所
　野上小学校体育館
■問い合わせ
　山本（℡ 090-2116-3507）

志
賀
野
地
区
公
民
館

作
品
展
示
会

天
文
教
室「
星
と
音
楽
の
、

ム
ズ
カ
シ
イ
お
話
」

１
月
26
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
９
時

■
展
示

　

ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
花
作

り
（
寄
せ
植
え
）、
書
、
ビ
ー

ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、パ
ソ
コ
ン
、

地
域
の
子
ど
も
の
作
品
、
地
域

サ
ロ
ン
の
作
品
・
一
般
作
品
ほ

か
。

■
芸
能　

午
後
１
時
～

　

カ
ラ
オ
ケ
ほ
か
（
飛
び
入
り
大

歓
迎
）

■
茶
席　

午
後
１
時
～

１
月
27
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
ご
来
館
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
よ
り
カ
レ

ン
ダ
ー
を
差
し
上
げ
ま
す
。（
数

に
限
り
あ
り
）。

※
一
般
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
（
１
月
17
日
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ

　

志
賀
野
地
区
公
民
館

　

最
近
で
は
町
内
各
所
で
、
頻
繁

に
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
ね
。
一
方
で
音
楽
の
授
業
で

は
、「
♯
」
や
「
♭
」
な
ど
難
し

い
決
ま
り
ご
と
も
多
く
、
聴
い
た

り
歌
っ
た
り
す
る
音
楽
と
は
全
然

別
の
、
あ
ま
り
楽
し
そ
う
で
な
い

音
楽
の
一
面
を
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
音
楽
は
昔

か
ら
天
文
や
数
学
と
並
ん
で
、
重

要
な
学
問
の
一
分
野
だ
っ
た
ん
で

す
。
今
回
は
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
、

科
学
的
な
知
識
で
挑
み
ま
す
！

昭
和
17
年
頃
の
郵
便
局
の
お
話

で
す
。
郵
便
局
の
中
は
、
電
報
・

貯
金
・
保
険
・
郵
便
・
電
話
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま

し
た
。
今
日
は
、
電
話
と
郵
便
に

つ
い
て
お
話
し
し
て
み
ま
し
ょ

う
。ま

ず
、
電
話
に
つ
い
て
は
、
電

話
交
換
手
（
主
に
女
性
）
が
い
ま

し
た
。
呼
び
出
す
と
相
手
に
つ
な

い
で
く
れ
た
り
、
相
手
か
ら
の
電

話
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
り
、
料
金

を
教
え
て
く
れ
た
り
も
し
ま
し

た
。
電
話
機
は
壁
掛
け
式
で
、
大

き
な
箱
型
で
し
た
。
箱
の
中
心
よ

り
少
し
下
に
丸
い
ラ
ッ
パ
の
よ
う

な
と
こ
ろ
が
送
話
器
で
左
側
に
受

話
器
が
取
り
付

け
ら
れ
、
右
側

に
ハ
ン
ド
ル
が

つ
い
て
い
ま
す
。

使
用
す
る
時
は
、

受
話
器
を
取
り
ハ
ン
ド
ル
を
回
す

と
「
リ
リ
ン
、
リ
リ
ン
」
と
音
が

し
て
交
換
手
が
出
ま
す
の
で
相
手

の
番
号
を
告
げ
る
と
つ
な
い
で
く

れ
ま
し
た
。
遠
方
（
和
歌
山
市
な

ど
）
へ
か
け
る
場
合
は
、
い
っ
た

ん
受
話
器
を
も
と
に
戻
し
て
20
分

く
ら
い
待
つ
と
、
合
図
が
あ
り
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

郵
便
に
つ
い
て

は
、
配
達
す
る
人

の
服
装
は
現
在
と

あ
ま
り
違
い
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
地

下
足
袋
を
は
き
、
脚き

ゃ

絆は
ん

を
付
け
て

い
ま
し
た
。
大
き
な
黒
い
鞄
を
肩

に
か
け
て
大
半
は
徒
歩
で
配
達
に

出
か
け
て
い
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
津
川
を
回
っ
て
真

国
へ
、
そ
し
て
志
賀
野
へ
と
午
前

８
時
に
出
発
し
て
午
後
８
時
頃
ま

で
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。
各
家
庭

に
は
郵
便
受
け
が
無
い
の
で
「
郵

便
」
と
声
を
か
け
て
家
の
中
へ
置

く
の
で
す
。
た
ま
に
は
、
縁
側
に

腰
を
掛
け
て
世
間
話
を
し
て
、
お

茶
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

め
ま
ぐ
る
し
く
変
貌
す
る
昨

今
、
人
情
味
豊
か
な
、
ゆ
っ
た
り

し
た
時
代
で
あ
っ
た
か
と
懐
か
し

く
思
い
描
い
て
見
る
時
間
の
余
裕

が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

第
17
回
Ｗ
Ｇ
Ｇ
Ａ
会
長
杯

争
奪
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

　

11
月
24
日(

土)

農
村
総
合
セ

ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
に
お
い

て
、
第
17
回
Ｗ
Ｇ
Ｇ
Ａ
会
長
杯
争

奪
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か

れ
、１
１
２
名
の
参
加
者
に
よ
り
、

上
下
14
コ
ー
ス
の
合
計
ス
コ
ア
で

順
位
を
競
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
男
性
の
部

１
位 

横
山
勝
明
（
和
歌
山
市
）
72

２
位 

中
岡
充
夫
（
和
歌
山
市
）
72

３
位 

安
野　

進
（
和
歌
山
市
）
72

■
女
性
の
部　

１
位 

福
岡
規
子
（
毛
原
中
）　

74

２
位 

橘
本
陽
子
（
毛
原
宮
）　

79

３
位 

弓
庭
美
鶴
（
毛
原
宮
）　

81

例えば、これはメロディーロード
の溝。計算値とピッタリです。

　

リ
コ
ー
ダ
ー
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

ギ
タ
ー
等
、
自
分
の
楽
器
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

※
楽
器
は
分
解
し
て
観
察
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
高
価
な

も
の
を
除
き
ま
す
。

■
日
時　

１
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
参
加
無
料
、
予
約
不
要

　

み
さ
と
天
文
台
は
、
１
月
４

日
（
金
）
ま
で
休
館
で
す
。
ご

理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
営
業

再
開
は
、１
月
５
日
（
土
）
で
す
。

天
文
台
か
ら
の
お
知
ら
せ
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枯
蟷と
う

螂ろ
う

お
前
も
腰
が
痛
む
の
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
重
信

ち
ぎ
り
絵
の
和
紙
の
毛け

羽ば

立
つ
小こ

六ろ
く

月が
つ　
　
　
　
　
　

手
拝
な
を
み

寒か
ん

鯉こ
い

の
う
ち
重
な
り
て
水
動
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　

貴
子

年
用
意
思
ひ
つ
く
ま
ま
メ
モ
を
し
て　
　
　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

冬
す
み
れ
座
し
て
墓
石
に
語
り
か
け　
　
　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

老
松
の
影
に
沈
み
て
寒
の
鯉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

哲
夫

今
風
の
包
み
紙
解と

く
年
の
暮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
庭
武
彦

一
山
を
均な
ら

せ
る
広
場
柿
の
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

寒
鯉
の
摘つ

ん
で
は
な
ら
ぬ
花
に
似
て　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田
幸
恵

紙か
み

紐ひ
も

を
解
い
て
菓
子
箱
冬
日
和　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

音
高
く
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
舞
い
上
る

　
　
　
　
　

ど
う
か
無
事
に
と
叫
び
草
引
く　
　
　
　
　

福
嶋
喜
代

残
月
の
東
の
空
の
淡
茜

　
　
　
　
　

生
き
居
る
こ
と
の
幸
せ
な
ら
ん　
　
　
　

竹
本
セ
ツ
子

あ
ど
け
な
き
子
供
の
笑
顔
我
も
又

　
　
　
　
　

笑
顔
に
な
り
て
無
心
に
な
れ
り　
　
　
　
　

段
木
幸
代

背
の
森
に
鹿
は
鳴
き
け
り
声
曳
け
り

　
　
　
　
　

朝
か
げ
朝
霧
妻
問
ふ
ら
む
か　
　
　
　
　
　

山
本
綾
子

か
ら
し
菜
の
た
ね
蒔
か
む
に
種
と
土

　
　
　
　
　

ゆ
ふ
か
た
設ま

け
て
さ
だ
か
な
ら
ず
も　
　
　

吉
村
紀
子

ド
ア
が
開
き
曽
孫
傘
さ
し
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　

こ
の
か
さ
み
て
み
て
」
涙
こ
み
上
ぐ　
　
　

椎
山
初
子

ひ
と
枝
に
八
っ
つ
の
顔
が
く
っ
つ
き
て

　
　
　
　
　

み
か
ん
は
香と
お

き
家
族
を
描
く　
　
　
　
　

西
佐
古
祐
子

ベ
ラ
ン
ダ
に
餌
を
求
め
る
山や
ま

雀が
ら

の

　
　
　
　
　

可
愛
い
し
ぐ
さ
に
心
癒い
や

さ
る　
　
　
　
　

梶
谷
美
瑳
子

晩
秋
の
陽
を
浴
び
て
落
つ
る
銀
杏
は

　
　
　
　
　

コ
ロ
ン
と
ひ
と
つ
コ
ロ
ン
と
ふ
た
つ　
　
　

寺
岡
幸
子

昨年は金環日食をはじめとする天文現象『金』
の年でした。天文台は、日食のお話と観察用メガ
ネ工作のために、町内全小中学校や保健福祉課が
実施する地域サロンなど、町内各地にお邪魔しま
した。時には「また星空の話をしに来てください」
と声をかけて頂くこともありましたし、サロンの
メンバーで集まって夜に天文台まで星空を見に来
てくださった方もいらっしゃいました。
2013 年の天文台は、皆さんが星空とさらに親し
んでもらうため、３Ｄキャラバン隊（仮称）を実
施すべく準備を進めています。プラネタリウムと
並んで人気の高い立体映像による星空案内。これ
を小中学校や集会場等で投影し、まるで宇宙旅行
をしているかのような気分を味わってもらえます。
映像だけでなく職員も天文台から飛び出して皆
さんのもとへと伺います。準備ができましたら改

めてご案内させ
て頂きますの
で、楽しみに
していてくださ
い。

美里中学校では、今年度も 11 月 16 日に『「こ
とばの力」授業研究会』を実施し、県内外の先生方
49人の参加をいただき、有意義な時間を持ちまし
た。本校は、平成 18年度より「生徒のコミュニケー
ション能力の育成」あるいは「ことばの力の育成」
をテーマに研究実践に取り組んで 7年目、本研究
会も３年目を迎えました。
研究としては、全教科の授業で、生徒の思考力・
判断力・表現力の育成を目指して、「協同学習」（4
人の班で話し合い、協力する活動）を取り入れた
授業の研究実践を行い、授業の基礎として「コミュ
ニケーション・トレーニング」を毎週２回行ってい
ます。
何より今年度は「協同学習」第１人者の杉江修治
先生（中京大学教養学部教授）に「協同の学びづく
り」についてご講演をいただいたことで、原点に立
ち返り「協同」＝「生徒の学び合い」を作り、自主・
自律できる生徒の育成を目指してなお一層の研鑽

に努めなければな
らないとの思いを
強くしました。

天文台だより
「2013年は『飛び出す』年に」

矢動丸　泰（天文台長）

学校だより
「ともに考え、深め合い、確かな学力を」
を目指して…

紀美野町立美里中学校

歌　

の　

小　

道

紀美野町に 2013 年の初日の出の時刻の地球（左）と太陽（右）。
宇宙から見下ろした様子を国立天文台作成のシミュレーションソ
フト「Mitaka」で再現。



2013.1 14

平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機

に
創
設
さ
れ
た｢

防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
週
間｣

は
、
災
害
時
に
お

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自
主

的
な
防
災
活
動
を
深
め
る
と
と
も

に
、
災
害
へ
の
充
実
強
化
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が

発
生
し
た
１
月
17
日
が
「
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」
１
月
15
日

か
ら
１
月
21
日
ま
で
が
「
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い
」

11 月の消防の動き
●火災発生数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 20（　） 20（　）
一 般 負 傷 10（　） 10（　）
交 通 事 故 2（１） 2（１）
そ の 他 6（　） 6（　）
合 計 38（１） 38（１）

文
化
財
防
火
デ
ー

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

昭
和
24
年
１
月
26
日
、
世
界
最

古
の
木
材
建
築
で
あ
る
法
隆
寺

（
奈
良
県
斑
鳩
町
）
で
火
災
が
発

生
し
、
金
堂
が
炎
上
し
て
貴
重
な

壁
画
が
焼
損
す
る
と
い
う
事
件
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
事
件
は
国
民
に
強
い
衝
撃

を
与
え
、
翌
年
の
昭
和
25
年
、
文

化
財
保
護
法
が
制
定
さ
れ
る
契
機

と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
30
年
よ
り
、
火
災
発
生
の

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
と

定
め
ら
れ
、
全
国
的
に
防
火
運
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。　

貴
重
な
文
化
財
を
確
実
に
次
代

に
受
け
継
い
で
い
く
た
め
、
日
頃

か
ら
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
、

文
化
財
愛
護
と
防
火
意
識
の
高
揚

に
務
め
ま
し
ょ
う
。

防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し

も
の
時
の
為
に
、
あ
な
た
も
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今
年
中

に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、
再
講
習

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
講
習
内
容

　

（1）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

（2）
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　

（3）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る

こ
と

■
講
習
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３

時
間
講
習
で
す
。

■
講
習
場
所

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　
　

無　

料

■
申
し
込
み
期
限

　

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

■
申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

　

警
防
課
ま
で

　
（
℡ 

４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

紀美野町消防訓練初め式
日時：平成 25 年１月 13 日（日）午前９時～
場所：紀美野町農村総合センター（野中）
◎紀美野町農村総合センターにおいて、消防職員及び消防団長

以下全団員が勢揃いして式典が開催され、その後、農村総合
センター下の河原で放水訓練（雨天中止）が行われます。

◎午前７時にサイレン吹鳴（１分間）をいたしますので、火災
等とお間違えのないようにお願いします。

１
．
ま
ず
、
わ
が
身
の
安
全
を
。

　
　

揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
、
机

の
下
な
ど
丈
夫
な
家
具
に
身
を

寄
せ
ま
し
ょ
う
。

２
．
す
ば
や
く
火
の
始
末
。

　
　

落
ち
着
い
て
火
を
消
し
、
ガ

ス
の
元
栓
を
閉
め
て
く
だ
さ

い
。

３
．
戸
を
開
け
て
出
口
の
確
保
。

　
　

建
物
が
ゆ
が
み
、
ド
ア
が

開
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
出
口
を
確
保
し
ま

し
ょ
う
。

４
．
火
が
出
た
ら
す
ぐ
消
火
。

　
　

火
が
出
た
ら
す
ば
や
く
み
ん

な
で
消
火
活
動
を
。
延
焼
し
た

ら
大
変
で
す
。

５
．
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な

い
。

　
　

外
に
出
る
と
き
は
落
下
物
な

ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

６
．
狭
い
路
地
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

は
近
づ
か
な
い
。

　
　

狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
門
柱
、

石
垣
に
近
づ
か
な
い
。

７
．
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護
。

　
　

み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
、

け
が
人
や
病
人
の
応
急
救
護
の

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

８
．
山
崩
れ
・
崖
崩
れ
、
津
波
に

注
意
。

　
　

危
険
な
場
所
で
は
す
み
や

か
な
避
難
行
動
を
取
り
ま
し
ょ

う
。

９
．
避
難
は
徒
歩
で
荷
物
は
最
小

限
に
す
る
。

　
　

車
で
の
避
難
は
危
険
で
す
。

道
路
は
緊
急
車
両
が
優
先
さ
れ

ま
す
。

10
．
正
し
い
情
報
を
聞
く
。

　
　

デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
正
し
い
情
報
を

入
手
し
、
冷
静
な
行
動
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

東
南
海
・
南
海
地
震
に

備
え
よ
う
！

《
地
震
が
起
き
た
時
の

心
得
10
ヶ
条
》

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
2
月
3
日（
日
）

で
す
。
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新年明けましておめでとうございます。
皆様方には、新春をお健やかにお迎えのことと存

じます。
2013 年が皆様方にとって良い年、飛躍の年になり

ますよう心からお祈り申し上げます。
これからも読みやすく親しまれる広報紙づくりに

取り組んでいきたいと思いますので、本年もどうぞ
よろしくお願いします。

町 民 カ レ ン ダ ー

　年の始めのお料理、最近は自家製の「おせち」を作
る人が段々少なくなってきて、それぞれの家庭の好み
でお正月の膳を楽しむ家庭が増えてきています。
　母が元気な頃、お正月の料理といえば、黒豆煮や芋
煮などどの料理も溢れんばかりどんぶり鉢いっぱいに
盛られていて、食べても食べても減らないくらい量が
多く、「何日も同じものばかり食べたくないわ～」と言っ
て母に叱られたものでした。
　地域で伝承されてきた「おせち」も段々と変わりつ
つありますが、各家庭で何か一つでも心温まるものを
伝承してほしいなと思います。
　今回は簡単で、作り置きできる豚肉を使った料理を
ご紹介します。

煮豚の作り方
（材料）2 人分
　豚ロースブロック　　　400 ｇ（豚バラでもＯＫ）
　玉葱　　　　　　　　　中 1 個
　水　　　　　　　　　　３～４カップ
　酒　　　　　　　　　　大さじ３～４

編 集 後 記 紀美野町の人口
総人口…………	10,363 人
　男　…………	 4,816 人
　女　…………	 5,547 人
世帯数…………	 4,582 世帯

（平成24年11月末現在）　　

　紀美野町面積 128.31km2

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第 31 回） 　醤油　　　　　　　　　大さじ５
　砂糖　　　　　　　　　大さじ２～３

（作り方）
１，玉葱をすりおろし、鍋に入れる。
２，（１）に豚肉、酒、水をひたひたになるように入れ、沸

騰するまでは強火で煮る。沸騰したら火加減を弱めて
アクを取りながら１時間くらい煮る。（煮汁が減ってき
たら時々上下をひっくり返して全体に煮汁がしみるよ
うにする）

３，肉が煮えたら砂糖・醤油を加え、一煮立ちさせて火を
止め、１時間くらい置いておくと出来上がりです。

＊＊火を止めた後、少し冷めてからビニール袋などに移し
て一晩浸けておくと味がよくしみて美味しいです。お
好みでゆで玉子も一緒に浸けておくと良いですよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　１月は新しい年の始まりです、今までの苦しかったこと
も、辛かったことも人生の糧として、清々しくスタートし
てみましょう。「笑う門には福来たる」笑う事は健康にも良
いです。いっぱい笑える年でありますように！

産業課より

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ（073）

3 日（木）   9:00 ～ ふれあい公園パークゴルフ場臨時営業
ふれあい公園
パークゴルフ場

ふれあい公園 489-5300

4 日（金） 役場仕事始め

7 日（月） 10:30 ～ 犬ねこの飼い方講習会【13 日（日）・27 日（日）】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

10 日（木） 移動町長室【31 日（木）】 美里支所 総務課 489-5912

住民室 495-3471

13 日（日）   9:00 ～ 消防訓練初め式 農村総合センター 消防本部庶務課 489-6301

13:30 ～ 成人式 中央公民館 総務学事課 489-5910

16 日（水） 13:00 ～ 行政相談【～ 15:00】 中央公民館 総務課 489-5912

美里支所 住民室 495-3471

19 日（土） 13:30 ～ じどうかんお正月のつどい 中央公民館 青少年センター 489-5909

20 日（日） 14:00 ～ 天文教室 みさと天文台 みさと天文台 498-0305

26 日（土）   9:30 ～ 志賀野地区公民館作品展示会【～ 21:00】 志賀野地区公民館 志賀野地区公民館 489-5145

27 日（日）   9:30 ～ 志賀野地区公民館作品展示会【～ 16:00】 志賀野地区公民館 志賀野地区公民館 489-5145
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安心声かけ訓練実施 !!
小畑地区と海南市溝ノ口地区で

まで約 30 名の住民が参加されました。介護保険事
業所スタッフが認知症高齢者に扮し、道に迷ってい
るという設定で住民の方に声をかけてもらい、安全
な場所への誘導、通報までの流れを実践していただ
きました。
　参加者からは「初対面の人に声をかけにくい」と
いう声が多かった中、「自分たちが焦らず時間をかけ
て認知症高齢者の不安を取り除いていくことが必要」

「警察への通報時、少し場を離れるなど本人への配慮
が必要ではないか」などという意見もありました。
徘徊役からは「後ろから大勢で話しかけられると恐
かった」「そばに座って気持ちをほぐしてくれたこと
がうれしかった」という声がありました。
　海南警察署からは「認知症高齢者の命を守るため
には地域住民の協力が不可欠。何かあればすぐに連
絡してほしい」と話されていました。
　紀美野町では『認知症になっても安心して暮らせ
る町』をめざし、今後もこのような事業に取り組み
ます。ご協力よろしくお願いします。

　12 月 9 日（日）小畑地区・海南市溝ノ口地区にて認知症
高齢者への安心声かけ訓練が開催されました！
　当日は朝から雪と風の悪天候でしたが、子どもから高齢者

　平成 27 年に和歌山県で紀の国わかやま国体が開催され、本町
では正式競技としてホッケー競技が、デモンストレーション競技
として、パークゴルフとゲートゴルフが行われます。その第一歩
として、12 月５日、国体の準備を進める「紀の国わかやま国体
紀美野町実行委員会」の設立へ向け「設立発起人会」を開催しま
した。今後、町民各界各層の方々による実行委員会を設立してい
ただき、紀美野町民の総力を結集して、この大会を成功に導きた
いと考えておりますので、皆様のご協力をお願いします。
■問い合わせ　教育委員会国体推進課（☎ 489-2700）
参加いただいた発起人の方々（敬称省略）
前列左から　中村修史（紀美野町商工会長）、寺本光嘉（紀美野町長）、根來　平（紀美野町区長会長）
後列左から　小川裕康（副町長）、加納国孝（議会議長）、坂本健明（紀美野町体育協会理事長）、橋戸常年（教育長）


